
オタネニンジンが進級！？ 

オタネニンジンの栽培も今年で4年目に入りました！ 
「4年生」と書いて「よねんしょう」と読みます！ 
オタネニンジンは年を重ねるごとに、付け根の茎から枝
分かれしていく茎が増えていきます。 
オタネニンジンは非常に繊細で、土に住んでいる菌が原
因で枯れてしまうこともあります。発芽したらヒトの手
で直接触ることもできなくなります。 

 
 

今年は暖かくなるのが早かったですね・・・ 
桜も開花が早かったため、入学式の時には葉桜となっていました(‘・ω・`) 
そんな今年の春！薬草園にはどんな春が来ているのでしょうか？？ 

1年生 4年生 

←和名：ボリジ  別名：スターフラワー、ルリチシャなど 

 科属名：ムラサキ科ボラゴ属  開花期：春～夏 
  
 ボリジは生薬ではありませんが、葉をサラダや香りづけに、          
 花は料理の飾りに利用でき、ハーブとして扱われます。フラ    
 ンスでは、ボリジの葉と花を素にした煎じ薬が解熱への対策   
 として作られています。 
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和名：オタネニンジン   
生薬名：ニンジン（人参）、コウジン（紅参） 
科属名：ウコギ科トチバニンジン属 
含有成分：サポニン（ginsenoside類）、精油（panaxynolなど） 
薬効：滋養強壮、強精 

和名：トケイソウ  別名：パッションフラワー →   

科属名：トケイソウ科トケイソウ属 
 
こちらも生薬ではありません。鎮静、鎮痙効果のある
ハーブとして使われます。温室に咲いている花です。 
なんと花は1回咲いたらすぐに萎れてしまいます。 

←名前：ドクダミ（ナナイロドクダミ） 

 花は咲いていませんでしたがこちら。なんとドクダミなんです。 
 その名の通り葉っぱの色が七色になるドクダミです。 
 普通のドクダミと比べると葉の色が一部薄くなってきています。 
 まだまだ色の変化があるようですが、どのように育つか楽しみです。 

他にも薬草園には・・・ 
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